
  

 

 

 

 

 

 

 

コサージュをつけてもらっています            灯火の儀①                    灯火の儀② 

 

 

 

 

 

 

 
 

       生徒代表謝辞               仲間とともに迎えた宣誓式        中学校の先生にあてた報告の手紙 

 

 

HPはこちら！ 

第 54回  
看護科２年生 

宣誓式 
１０月２４日 (火 )、看護科２年生１２名が宣誓式に臨

みました。 

 宣誓式とは、一定の看護基礎科目を学習した看護科２年生が病院

実習を前に看護の実践者となることへの決意を新たにする式です。 

昨年度まで新型コロナウイルス感染症の影響で、来賓の皆様には

ご臨席いただけなかったのですが、今回は来賓の皆様をご招待し、

１２名の方に参列していただきました。 

開式前、看護科２年生はやや緊張した面持ちで、専攻科２年生の

先輩に胸にコサージュをつけてもらいました。厳かな雰囲気の中で

式は進み、体育館全体の照明が落とされる中、ナイチンゲール像か

らの灯火を受け取りました。ゆらめく灯火を手に、来賓の皆様、保護

者の皆様、専攻科と３年生の先輩方、そして 1年生の後輩たちの前

で、２年生全員で誓いのことばを述べました。 

来賓の太田真庭市長、池田真庭市医師会長からお祝いと励まし 

のことば、そして看護師の先輩方と専攻科の先輩からきれいな花

束をいただきました。 

2年生河本桜香さんが、生徒代表謝辞として、今日の日の感謝

の気持ちを忘れず、これから立派な看護師となって現場に立てる

日を目指し努力を続けることを、参列いただいた皆さんの前で誓

いました。 

式後は笑顔で記念撮影の後、保護者の方をホームルームに招き、

一人一人これまでの感謝の気持ちを伝えました。また、卒業した中

学校の先生方にあてて、無事宣誓式を迎えたという報告の手紙を

書きました。 

宣誓式に参列いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

看護科２年生は今回の宣誓式で表明した決意と感謝の気持ちを

胸に、１０月２７日(金)から３週間、真庭市内での病院実習に臨みま

す。これからも引き続き応援をよろしくお願いします！ 


